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　今誰もが欲しがるもの，といえば新型コロナウイルスのワク
チンだろう．とりわけ診療で多くの人に接する医療従事者にし
てみれば，すぐにでも接種してほしいところだ．現在世界中で
100を超えるワクチン開発研究が進行している．先行する米国，
中国，英国のワクチンはすでに安全性や有効性を確認する段階
に入った．
　5月末，英国オックスフォード大学は，ワクチンの第 2相およ
び第 3 相の臨床試験を開始すると発表した．このワクチンの設
計は，1 月 10 日に着手されたというから，その初動の早さには
驚く．すでに 1,000 人以上にワクチンを投与し，安全性の確認
を行った．今後行われるランダム化試験は，有効性を示すのが
目標だ．試験参加者は，新型コロナウイルスワクチンか髄膜炎
菌ワクチンのどちらかの群にランダムに割り付けられる．髄膜
炎菌ワクチンは sham（ニセモノ）である．接種後の反応から，
本物のワクチンを打ったかどうかが推測できないよう，生理食
塩水ではなく，副反応が起きるものがわざわざ使われている．
試験参加者が，自分が打った注射が何であるかがわかれば，そ
の後の行動に影響が出る可能性があるためだという（ホンモノ
のワクチンを打ったらもうマスクなんてしないかも）．
　ワクチンの効果を確実に検出するためには，ランダム化，盲
検化は至極真っ当な手続きである．しかし，この緊急時にあっ
て，「真っ当さ」を貫くのは，実は驚嘆すべきことだ．今回のパ
ンデミックでは，緊急事態ゆえに数多くの特別措置がとられた．
なにせ 100 年に一度の緊急時である．「安全で効きそうだった
ら，すぐに全員にワクチンを打て」という声があがってもおか
しくない．しかし，オックスフォードの研究者たちは，愚直な
までに科学の王道に忠実だ．それは人間のわざのあやうさを熟
知しているからなのかもしれない．
　今回のテーマは「頸部神経根症の治療を見直す」である．自
分たちの診療を振り返るとき，私たちが英国の科学者たちの厳
しい姿勢に学ぶべきことは多い．
 （筑田博隆）

©
M

IW
A

-S
H

O
TE

N
 L

td
, 2

02
0

2026/09/13 21:23:48


